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博多祗園山笠の最後を締めくくる

「追い山」が15日早朝、福岡市博多

区であ った。七つの昇き山が約 5

ちのコースを疾走。明け方の街に

「オイサ、オイサ」のかけ声が響い

アこ。・

新型コロナウイルス対策に関する

制限のない山笠は 4年ぶり。午前 41

「ヤー !」 と声をあげ櫛田神社の境 |
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国
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要
無
形
民
俗
文
化
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「層
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熱
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踊
」
が
７
日
、
長
崎
市
の
諏

訪
神
社
で
始
ま
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た
。
新
型

コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
で
中
止

が
続
き
、
開
催
は
４
年
ぶ

り
。
会
場
に
は
多
く
の
見
物

客
が
詰
め
か
け
た
。

旧
長
崎
市
街
の
各
町
が
、

７
年
に
一
度
の
輪
番
制
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
伝
わ
る
自
慢
の

演
し
物
を
披
露
す
る

「奉
納

踊
」
。
今
年
は
六
つ
の
町
が

れ
る
と
、見
物
客
か
ら
「ヨ
イ
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ー
」
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
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絢爛豪華な祭り屋台で知ら

れる I私の高_山際」_0入幡
」墨)が 9、 10の両日、岐皇県
高山市であったし「曳き揃え」

などの昼台衡事は9日は雨天
のため中止されたが、晴れ間

がみえた10日午前、国重要有

形民俗文化財の全11台が桜山

八幡富一帯に勢ぞろいした。

表参道では10台が美しさを

競うように曳き揃えられ、境

内では 山鮭袋含上が夕≧つくり

の妙技を披露した。10日 も雨

に見舞われ、午後の行事は中

止された。

(荻野好弘、写真は溝脇正 )
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能登半島地震の被害を受けた石川

県能登町宇出津で20日 、例年行う

嘔邑』醒番」に代わって、「ちょんこ

山祭」が催された。夏に開催される

熙 登あばれ祭上ぶ率誕コLる同地
区。今年は地震で道路が損壊して曳

山を引けないため、子ども用の小さ

い_Ib_よんこ山」2書が町を練り_歩
いた。子どもたちは木遣りを歌い、

「チョーヤサー」「ハイハイ ト」と

かけ声を響かせた。近くに住む小田

す江さん (95)は 「祭りはできん、と

思っていた。今までとは違うけど、

子どもたちの声が楽しそうで安心す

る」と話した。    (金 居達朗)
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、
エ
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ン
ヤ
ー
。

５
月
の
大
型
連
体
に
、
石
川
県

七
尾
市
で
力
強
い
か
け
声
が
響
い
祗
園
祭
の
山
鉾

た
。

「
で
か
山
」
と
呼
ば
れ
る
高

を
奉
納
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産

「山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
に

３
町
が
１
基
ず
つ
、
３
０
０
人

登
録
さ
れ
た
全
国
３３
件
の
祭
り
の

一
つ
で
も
あ
る
。
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６

絶́

さ
１２
房
、
重
さ
２０

ントも
あ
る
山
車

を
曳
く
、
能
登
を
代
表
す
る
祭
り

「劃
概
郷
」
だ
。

こ々
な
ら
つ

て
山
車

「ちょんこ山祭」では、例年使われる曳山 (ひきやま)が
展示された=20日 、石川県能登町宇出津、金居達朗撮影
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勇
壮
さ
で
知
ら
れ
る

「岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
」

が
１４
日
、
大
阪
府
岸
和
国
市
内
で
始
ま
っ
た
。

午
前
６
時
ご
ろ
、
始
ま
り
を
告
げ
る

「曳
き
出

し
」
が
あ
り
、
南
海
電
鉄
岸
和
田
駅
前
に
だ
ん
じ

り
が
次
々
と
登
場
。
そ
の
後
、

「ソ
ー
リ
ャ
、
ソ

ー
リ
ャ
」
と
威
勢
の
い
い
か
け
声
と
と
も
に
、
重

さ
約
４

ント
の
だ
ん
じ
り
３４
台
が
街
中
を
走
り
抜
け

た
。
交
差
点
を
豪
快
に
曲
が
る

「や
り
ま

が
決
ま
る
と
、
見
物
客
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
礼
と
し
て
３
０
０
年
以
上

続
く
伝
統
行
事
。
１５
日
は
だ
ん
じ
り
が
三
つ
の
神

社
に
お
参
り
す
る

「富
入
り
」
が
あ
る
。

（田
中
章
博
、
写
真
は
有
元
愛
美
子
）
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